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４

　
更
な
る
発
展
を
願
い
、
橋
に
感
謝

　
　

　
　

昭
和
49
年
４
月
９
日
、
長
島
島
民
が
待
ち
望
ん
だ
黒
之
瀬
戸

　

大
橋
が
開
通
し
、
今
年
で
40
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　
　

４
月
２
日
、
開
通
40
周
年
を
祝
う
式
典
が
道
の
駅
黒
之
瀬
戸

　

だ
ん
だ
ん
市
場
で
あ
り
ま
し
た
。　
（
特
集
記
事
＝
Ｐ
２
～
３
）

　
　

今
月
号
の
表
紙
は
、
阿
久
根
市
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、

　

両
市
町
の
特
産
品
と
黒
之
瀬
戸
大
橋
の
写
真
を
貼
り
合
わ
せ　

　

る
フ
ォ
ト
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
行
い
ま
し
た
。



島
を
支
え
続
け
て
40
年

黒
之
瀬
戸
大
橋
開
通
40
周
年
記
念
式
典

　

４
月
２
日
、
道
の
駅
黒
之
瀬
戸
だ

ん
だ
ん
市
場
前
駐
車
場
で
、
黒
之
瀬

戸
大
橋
開
通
40
周
年
を
祝
う
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
は
、
隣
接
す
る
阿
久
根
市
と
合

同
に
よ
る
黒
之
瀬
戸
大
橋
開
通
40
周

年
記
念
事
業
協
議
会
（
会
長
：
川
添

健
町
長
）
主
催
で
行
わ
れ
、
副
会
長

の
西
平
良
将
阿
久
根
市
長
の
ほ
か
両

地
区
の
関
係
者
ら
約
60
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

鹿
児
島
毘
沙
門
太
鼓
『
響こ

ー
る流
』
に

よ
る
迫
力
あ
る
太
鼓
の
演
奏
で
幕
を

開
け
、『
黒
之
瀬
戸
大
橋
40
年
の
あ

ゆ
み
』
と
題
し
た
映
像
が
上
映
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
で
は
川
添
健
会
長
が
「
橋
の
開

通
に
よ
り
長
島
は
、
産
業
、
医
療
、

観
光
な
ど
多
く
の
面
で
飛
躍
的
に
発

展
し
て
き
た
。
橋
へ
の
恩
恵
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
今
後
も
更
な
る
発
展

に
努
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
阿
久
根
側
と
長
島

側
に
分
か
れ
て
黒
之
瀬
戸
大
橋
を
利

用
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
記
念
品
が
配

布
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
４
月
９
日
、
長
島
島
民

が
待
ち
望
ん
だ
黒
之
瀬
戸
大
橋
が
開

通
し
、
長
島
は
県
本
土
と
陸
続
き
に

な
り
ま
し
た
。

　

橋
が
開
通
す
る
ま
で
の
間
、
島
民

た
ち
は
、
船
で
長
島
の
表
玄
関
瀬
戸

港
か
ら
対
岸
の
黒
之
浜
港
ま
で
の
急

潮
流
を
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
29

年
の
記
録
で
は
渡
船
は
個
人
運
営
で

４
銭
２
厘
で
し
た
。
日
本
三
大
急
潮

と
呼
ば
れ
、
万
葉
集
に
も
残
る
ほ
ど

の
黒
之
瀬
戸
。
船
を
漕
い
で
渡
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。

　

昭
和
４
年
に
、
県
営
動
力
船
（
木

造
５
㌧
）
の
「
長
島
丸
」
が
就
航
事

業
を
開
始
し
、
県
か
ら
４
千
円
の
補

先
人
た
ち
が
歌
に
残
し
た
急
潮
流

離
島
か
ら
半
島
へ

助
を
受
け
て
運
営
さ
れ
、
渡
し
賃
は

無
料
と
な
り
ま
し
た
。

　

終
戦
直
前
は
、
空
襲
が
激
し
く

な
っ
た
こ
と
や
、
船
の
老
朽
化
に
よ

り
渡
船
は
一
時
休
業
状
態
と
な
っ
た

た
め
、
漁
民
が
自
家
用
船
で
人
や
物

資
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

戦
後
の
昭
和
33
年
、フ
ェ
リ
ー「
黒

之
瀬
戸
丸
」（
木
造
47
㌧
）
が
就
航

す
る
と
、
車
ご
と
移
動
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
外
部
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
物
資
が
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
た
め
、
島
民
の
生
活
は
様
変
わ
り

し
ま
し
た
。
瀬
戸
港
と
黒
之
浜
港
と

を
結
ぶ
運
行
回
数
も
年
を
追
う
ご
と

に
増
え
続
け
、
船
も
大
型
化
し
て
島

の
生
活
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
昭
和
40
年
ご
ろ
か
ら
は

　

昭
和
38
年
、
当
時
の
丹
宗
忠
阿
久

根
市
長
、
長
野
祐
祥
東
町
長
、
福
永

慶
彦
長
島
町
長
を
中
心
に
、
黒
之
瀬

戸
架
橋
促
進
期
成
同
盟
会
が
結
成
さ

れ
、
以
来
関
係
者
が
陳
情
を
繰
り
返

し
て
き
ま
し
た
。

自
動
車
が
急
増
し
、
渡
船
回
数
を
増

や
し
て
も
積
み
残
し
が
多
く
な
り
ま

し
た
。

　

黒
之
瀬
戸
丸
は
、
16
年
と
い
う
長

い
間
に
、
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
の
造
り

替
え
は
あ
っ
た
も
の
の
、
名
だ
た
る

黒
之
瀬
戸
海
峡
を
雨
の
日
も
風
の
日

も
絶
え
ず
横
断
し
続
け
、
表
玄
関
の

運
行
を
守
り
続
け
ま
し
た
。

　

大
橋
開
通
の
日
、
重
責
を
担
っ
て

き
た
黒
之
瀬
戸
丸
の
最
後
の
務
め

に
、
島
民
ら
が
惜
し
み
ま
し
た
。

「
長
島
丸
」
と
「
黒
之
瀬
戸
丸
」

陳
情
は
町
民
一
丸
で

待
ち
望
ん
だ
橋
の
着
工

　

開
通
の
翌
年
、
県
道
瀬
戸
蔵
之
元

港
線
が
国
道
に
昇
格
し
ま
し
た
。
当

初
の
計
画
で
は
、
橋
の
一
日
の
通
行

量
を
１
３
０
０
台
程
度
と
見
込
ん
で

い
ま
し
た
が
、
15
年
後
に
は
一
日
平

均
４
２
０
０
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

通
行
料
金
の
徴
収
も
年
を
追
う
ご

と
に
加
速
し
、
30
年
を
め
ど
に
し
て

い
た
建
設
費
償
還
期
間
も
大
幅
に
短

縮
さ
れ
て
、
架
橋
か
ら
17
年
後
の
平

成
２
年
９
月
21
日
、
黒
之
瀬
戸
大
橋

の
通
行
が
無
料
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

架
橋
以
来
、
長
島
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
林
水
産
業
を
中
心
に
産
業
活

動
が
活
発
化
し
ま
し
た
。
流
通
ル
ー

ト
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
後

養
殖
日
本
一
と
な
り
今
や
「
か
ご
し

ま
の
さ
か
な
」
に
認
定
さ
れ
て
い
る

橋
と
共
に
発
展
し
た
長
島

↑建設中の黒之瀬戸大橋

↑建設中の大橋の前を横切る黒之瀬戸丸

　

昭
和
43
年
に
は
、
地
方
遊
説
で
阿

久
根
市
を
訪
れ
た
佐
藤
栄
作
総
理
大

臣
に
、
阿
久
根
、
長
島
の
婦
人
会
員

が
早
期
着
工
を
陳
情
し
、
昭
和
44
年

１
月
、
黒
之
瀬
戸
大
橋
の
着
工
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
年
、
阿
久
根
市
脇
本
地
区

に
工
事
事
務
所
が
開
設
さ
れ
、
昭
和

47
年
に
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

急
潮
流
で
の
大
工
事
を
終
え
、
島
民

が
待
ち
望
ん
だ
大
橋
が
遂
に
完
成
に

至
り
、
昭
和
49
年
４
月
９
日
、
黒
之

瀬
戸
大
橋
が
開
通
し
ま
し
た
。

東
町
漁
業
協
同
組
合
の
『
鰤
王
』
や

鹿
児
島
い
ず
み
農
業
協
同
組
合
が
誇

る
「
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
の
『
赤

土
バ
レ
イ
シ
ョ
』の
輸
送
に
貢
献
し
、

農
林
水
産
業
の
発
展
に
大
き
く
寄
与

し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
少
子
高
齢
化
の
進
む
本
町

で
は
、
交
流
人
口
を
増
加
す
る
た
め

年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
県
内
外
か
ら
多
数
来
島

し
、
今
で
も
町
の
発
展
に
多
大
な
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

↑万歳三唱で式を締めくくる川添健会長（右端）と西平良
　将副会長（右から２人目）ら↑橋へ向かうドライバーに記念品を配布↑料金所を通過する車列と当時使用されていた回数券
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春の花ばな鮮やかに
夢追い長島花フェスタが開幕

　

３
月
29
日
、
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
と

川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
、
ぐ
る
っ
と
一

周
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
会
場
に
、
第

４
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
が
開

幕
し
ま
し
た
。

　

春
の
長
島
を
彩
る
お
よ
そ
50
種

50
万
本
の
花
ば
な
が
会
場
を
埋
め
尽

く
し
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
す
。

　

29
日
、
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
た

サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
会
場
で
は
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
垂

門
和
志
花
フ
ェ
ス
タ
副
実
行
委
員
長

は
「
町
内
各
地
で
石
積
み
、
石
張
り

花
壇
が
完
成
し
、
花
と
石
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
美
し
い
景
観
を
作
っ
て
い

ま
す
」
と
述
べ
、川
添
健
町
長
は
「
イ

ベ
ン
ト
が
町
の
活
力
源
と
な
っ
て
お

り
、
花
フ
ェ
ス
タ
を
皮
切
り
に
、
平

成
26
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

を
予
定
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　

会
場
の
入
り
口
に
設
け
ら
れ
た
通

用
ゲ
ー
ト
の
前
で
、
花
フ
ェ
ス
タ
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
は
な

ち
ゃ
ん
」
が
川
添
健
町
長
ら
と
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

30
日
は
、川
床
ふ
れ
あ
い
の
郷
で
、

『
花
カ
フ
ェ
長
島
』
オ
ー
プ
ン
１
周

年
を
記
念
し
て
、
町
の
特
産
品
な
ど

を
販
売
す
る
花
カ
フ
ェ
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

海
の
幸
、
山
の
幸
を
求
め
て
５
５
０

人
余
り
が
来
場
し
、
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
支
え
る
の
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手

　

花
フ
ェ
ス
タ
開
催
ま
で
１
カ
月
を

切
っ
た
３
月
８
日
、
会
場
と
な
る
サ

ン
セ
ッ
ト
の
丘
と
川
床
ふ
れ
あ
い
の

郷
に
、
合
わ
せ
て
80
人
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
景
観
団
体
や
地
域

の
人
た
ち
で
、
会
場
周
辺
や
県
道
沿

い
の
花
壇
に
花
の
苗
を
植
え
た
り
、

除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

移
植
ご
て
や
鍬
な
ど
の
道
具
を
片

手
に
、
イ
ベ
ン
ト
大
成
功
を
夢
見
て

汗
を
流
し
ま
し
た
。

↓
除
草
や
苗
植
え
に
精
を
出
す
参
加
者

↑はなちゃんも一緒にテープカット

↑川床ふれあいの郷で咲き誇るチューリップの花

↑特産品を求める花カフェマーケット来場者

↑サンセットの丘や川床ふれあいの郷、ぐるっと一周フラワーロードに咲いた色鮮やかな花ばな
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平成 26 年度当初予算は『骨格予算』
あなたの税金。どんなことに使われる？

平成 25 年度補正予算の主な事業
単位：千円

子ども医療費助成 32,457
家庭児童相談 1,453
子育て世帯臨時特例給付金の給付事業 17,927
保育所の運営補助 410,000
延長保育、児童相談等の費用 26,151
放課後学童保育の運営補助 9,501
母子家庭への児童扶養手当給付 57,309
母子家庭への高等技能訓練の促進 1,250
母子家庭等の生活支援施設入所支援 3,535
児童手当の支給 199,350
へき地保育所の運営費 8,386
生活保護の支給 126,911
長生園の管理費 57,473
保健衛生課
病院群輪番制の運営補助 3,306
乳児・妊婦検診委託料 11,681
エンゼル支援事業補助 800
乳幼児から老人までの予防接種 25,155
結核予防のためのレントゲン検診 1,825
がん検診等の委託 18,009
ダンボールコンポストの材料費 1,200
生ごみ処理機補助 363
水俣病相談窓口の設置 2,283
メチル水銀の曝露を受けた被害者等のリハビリ、ディ
サービス事業 26,790

火葬場施設の管理経費 8,033
家庭ごみ収集運搬経費 127,319
し尿処理経費 26,212
出産育児一時金の支給 13,860
葬祭費の支給 1,050
居宅介護住宅改修費（要介護 1 以上） 7,230
介護予防住宅改修費（要支援 1 及び 2） 1,808
高齢者紙おむつ支給（要介護 4 以上） 1,685
水産商工課
マダイ・ヒラメ等の放流 1,142
赤潮被害利子補給 12,463
水産加工グループ育成事業補助 29,185
獅子島地区の漁業再生支援 16,687
商工会補助 3,200
温泉センターの管理経費 27,222
公共施設の環境美化事業 11,481
水産種苗センターの管理費 29,699
景観推進課
川床フラワーガーデン管理経費 3,304
小浜崎古墳群展望公園取付道路（入口）改良拡幅工事 4,500
ぐるっとフラワーロード事業 6,208
ツワブキ植栽・管理委託 15,000
水道課
浄化槽設置者に対する補助 25,571
簡易水道施設の管理費 150,077
鷹巣農業集落排水施設の管理費 17,627

総務課
行政連絡員活動費 14,731
防災行政無線管理費 13,111
町の財産台帳整備 8,640
カーブミラー、ガードレール整備 2,000
町長、町議会議員選挙費 9,380
消防団活動・運営経費 51,369
災害対策費 4,493
企画財政課
広報「ながしま」等広報活動 2,818
巡回バス運行補助 18,500
出水駅蔵之元港間シャトルバス運行負担金 1,406
空き家改修補助 4,500
各地区のコミュニティセンター管理費 1,947
風力発電施設の管理費 5,430
獅子島地区フェリー運賃補助 1,095
獅子島活性化航路補助 500
町民福祉課
民生委員活動費 4,500
社会福祉協議会運営費 9,157
臨時福祉給付金支給事業 70,608
在宅介護支援センターの管理費 6,049
老人給食サービス事業 5,750
敬老祝い金の支給 4,827
高齢者等住宅の改造費助成 1,334
高齢者生活支援事業 28,447
老人クラブの助成 1,862
シルバー人材センターの運営補助 1,928
子宝お祝金の支給 6,300
ひとり親家庭の医療費助成 5,030

水産商工課
水産業振興に係る県営事業負担金

（漁港関連道整備・県単漁港整備・水産基盤機能整備） 9,597

漁港施設の維持等機能保全 10,000
農林課
県営県単治山・県単水源かん養ミニダム整備事業負担金 2,263
耕地課
農道舗装、農道の改良舗装及び貯水槽の整備 60,002
建設課
鷹巣三船線の交差点改良事業 40,001
水道課
鷹浦地区簡易水道の整備 72,568
西部地区簡易水道の整備 100,127
北部地区簡易水道の整備 100,624

汐見漁業集落排水施設の管理費 5,439
幣串漁業集落排水施設の管理費 8,738
三船漁業集落排水施設の管理費 4,110
浄化槽保守点検委託料 23,387
農林課
バレイショ祭りの開催 1,000
マンダリンセンター等施設指定管理者の委託 8,548
農業制度資金の利子補給 2,465
農林水産物処理加工施設の管理経費 2,394
耕作放棄地の発生防止や多面的機能を確保するための
交付金 50,044

認定農業者等担い手育成対策 701
青年就業給付金 21,000
有害鳥獣捕獲事業 10,078
町有林の整備費 2,756
林道の維持管理経費 3,571
耕地課
農道の維持管理経費 20,117
蔵之元尾ノ上、指江中央、広野大道、山中地区の農道
整備 57,500

建設課
町道及び国道 389 号の維持管理経費 55,759
瀬戸小島線の整備 50,000
薄井港線の整備 31,200
鷹巣三船線の整備 50,000
河川の維持管理経費 3,209
港湾の維持管理経費 7,265
公営住宅・町営住宅の維持管理経費 3,740
諸浦港可動橋の維持管理経費 5,176
教育総務課
離島高校生修学補助 4,080
教職員住宅の環境整備 2,996
小学校施設修繕 4,977
中学校施設修繕 2,382
遠距離通学生徒への援助 2,118
準要保護児童・生徒への援助 11,395
スクールバスの管理経費 8,974
私立幼稚園の保育料補助 12,363
学校給食センターの運営補助 58,091
学校教育課
英語指導助手の配置 10,057
学校図書指導員の配置 6,513
特別支援教育支援員の配置 7,767
スクールガードリーダーの配置 601
社会教育課
英会話教室の実施 2,874
生涯学習学級・家庭教育学級・高齢者学級委託 2,300
放課後児童健全育成事業 3,597
劇団四季公演、子ども芸術劇場 3,928
国民文化祭市町村事業 2,500
獅子島カヌー横断大会 2,000

　町長選挙を４月に控えているため『骨格予算』
とした、平成 26 年度一般会計予算は総額 71 億
3272 万７千円（前年度当初比 17.7％減）となりま
した。
　骨格予算とは、首長の選挙時期などの関係から、
政策的経費の予算計上を避け、人件費などの義務的
経費など必要最小限の経費を計上する予算のことを
いいます。
　今回可決された当初予算に盛り込まなかった事業
や政策的な判断が必要となる事業などは、新たな首
長の判断を仰ぎ、いわゆる『肉付け予算』として、
今後、補正予算に計上することとなります。

　平成 26年第１回長島町議会定例会が３月３日から
11 日まで開かれ、平成 26 年度一般会計予算や、平
成 25 年度一般会計補正予算（2168 万６千円追加、
総額 100 億 8206 万４千円）などが可決されました。

平成 26 年度当初予算の主な事業
単位：千円

県営事業で整備される葛輪集落内の町道↑

↑
鷹
巣
地
区
に
あ
る
交
差
点
。
見
通
し

　

を
良
く
し
歩
道
が
整
備
さ
れ
る

長島町
議会

定例会

平成 26 年長島町議会定例会 平成 26 年度当初予算
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第
２
次
長
島
町
行
政
改
革
大
綱

※公表の承諾を得られたかたのみを掲載。氏名などの公表の承諾を得られていないかた
は、掲載しておりません。ご了承ください。

●平成 25 年度中に長島町へ直接寄附された皆さん

　

町
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
基
づ
い
て
寄
附
金
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
平
成
25
年
度
は
本
町
出
身
者
ら
１
６
２
人
の
か
た
か
ら
寄

附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
、
お
礼
と
し
て
本
町
の
特
産
品

（
デ
コ
ポ
ン
、３
万
円
以
上
に
は
ブ
リ
フ
ィ
レ
）を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
「
夢
追
い
獅
子

島
架
橋
基
金
」
や
「
夢
追
い
ふ
る
さ
と
長
島
景
観
基
金
」
な
ど
と
し

て
積
み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。平
成
25
年
度
は
そ
の
う
ち
の
一
部
を
、

「
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
な
ど
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
平
成
26
年
度
も
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
に
よ
る
寄

附
金
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　

長
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
皆
さ
ん
、
長
島
に
縁
の
あ
る
皆
さ
ん
、
こ

の
制
度
を
活
用
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
応
援
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　

た
く
さ
ん
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

●
平
成
25
年
度
寄
附
金
な
ど
の
収
入
額

　

①
県
協
議
会
（
か
ご
し
ま
応
援
寄
附
金
）
か
ら
の
交
付
金　

　
　

10
万
１
３
９
２
円

　

②
夢
追
い
ふ
る
さ
と
長
島
景
観
寄
附
条
例
に
基
づ
く
寄
附
金

　
　

３
３
４
万
２
千
円

●
平
成
25
年
度
寄
附
金
等
の
活
用
方
法

　

①
夢
追
い
獅
子
島
架
橋
基
金　

55
万
円

　

②
夢
追
い
ふ
る
さ
と
長
島
景
観
基
金　

１
３
２
万
円

　

③
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ　

60
万
円

　

④
じ
ゃ
が
い
も
祭
り　

30
万
円

　

⑤
な
が
し
ま
造
形
美
術
展　

63
万
８
３
９
２
円

ふ
る
さ
と
と
の

絆
づ
く
り

大平よし子さん［東京都］

兒嶋　　繁さん［神奈川県］

山上　　静さん［大阪府］

地福エツ子さん［神奈川県］

江口　　實さん［千葉県］

鄭　　　守さん［京都府］

杉山　隆雄さん［広島県］

池田　重盛さん［兵庫県］

梅田　盛光さん［大阪府］

森山　清文さん［大阪府］

三反田伸満さん［福岡県］

竹田　久信さん［大阪府］

福田さえ子さん［大阪府］

大津メリ子さん［大阪府］

大津　則男さん［大阪府］

二島　繁喜さん［大阪府］

町田　弘秋さん［奈良県］

岩塚　兼幸さん［大阪府］

川畑　清勝さん［京都府］

日高フクミさん［愛知県］

竹嵜　　學さん［大阪府］

福嵜　健雄さん［大阪府］

大橋ヒトミさん［愛知県］

東中川律枝さん［兵庫県］

阿部かすみさん［埼玉県］

浦底　　溜さん［鹿児島県］

中薗　義春さん［佐賀県］

行財政運営の簡素化・効率化を目指して
　

町
は
、
平
成
18
年
に
行
政
改
革
大

綱
を
策
定
し
、
行
財
政
の
効
率
化
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

福
祉
事
務
所
の
開
設
、
指
定
管
理
者

制
度
の
活
用
、
職
員
数
の
削
減
、
事

務
事
業
の
見
直
し
な
ど
行
政
の
ス
リ

ム
化
・
効
率
化
を
図
り
、
従
来
か
ら

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
均
一
化
し
な
が

ら
合
併
効
果
が
町
域
全
体
に
行
き
渡

る
よ
う
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
治
体
を
取
り

巻
く
状
況
は
、
社
会
的
・
経
済
的
に

刻
一
刻
と
変
化
し
、
こ
れ
ら
に
対
応

す
る
組
織
・
財
政
基
盤
の
構
築
が
常

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
・
向
上
を
図
り
、
財
政
構
造

の
健
全
化
に
向
け
た
改
革
を
確
実
な

も
の
と
し
、
本
町
に
お
け
る
将
来
の

展
望
を
確
立
す
る
た
め
に
、
時
代
の

変
革
に
対
応
し
た
新
た
な
行
政
改
革

の
方
針
と
な
る
「
第
２
次
長
島
町
行

政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
行
政
改
革
の
基
本
方
針

①
財
政
基
盤
強
化
と
効
率
的
・
効
果

　

的
な
町
政
運
営

②
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

③
協
働
に
よ
る
町
政
運
営
の
推
進

▽
行
政
改
革
の
計
画
期
間

平
成
26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で

の
５
年
間

行政改革７つの取り組み
その内容とは？

①事務事業の整理合理化
　行政の責任領域をあらためて
見直し、事務事業の整理合理化
に努める。
②行政評価制度の導入
　行政評価制度を導入し、施策
や事務事業の成果をできるだけ
客観的な指標を用いて評価し、
事務事業の見直しに活用する。
③電子自治体の推進	
　行政内部の情報の電子化を推
進し構築した情報を有効に利用
することで、行政運営の効率化
に取り組む。また、インターネッ
トを活用した行政手続きのオン
ライン化を推進する。
④委員会・審議会等の見直し
　設置目的、業務の性格、活動
状況などを検証し、可能な限り
整理合理化を図る。

１. 事務事業の見直し

①指定管理者制度の導入
　メリットが期待できる施設に
は、積極的かつ計画的に指定管
理者制度の活用を推進する。
②ＰＦＩ手法の検討
　民間の資金力、経営能力、技
術的能力を活用し、効率的かつ
効果的に公共サービスの提供で
きる事業については、ＰＦＩ手
法の導入の検討を行う。
③ＮＰＯの育成と協働
　非営利活動を実践する民間団
体（ＮＰＯ）の育成を図るとと
もに、行政とＮＰＯの特長を活
かした協働を推進する。

２. 民間委託などの推進

①組織・機構の見直し
　より柔軟性の高い効率的な体
制を構築するとともに、庁舎利
用の機能については、本庁・支
所方式への移行を進める。
②消防組織の再編
　効率的な消防行政を展開する
ため、機能的な消防組織の再編
を進める。
③男女共同参画社会の推進
　各種委員会・審議会などへの
女性委員の積極的な登用を図
る。
④小中学校の統廃合
　将来を担う人材としての基礎
をつくることができる教育環境
の整備を進め、学校の適正配置
に取り組む。

３. 組織・機構の見直し

①定員管理の適正化
　定員適正化計画を策定し、定
員管理の適正化に努める。
②給与の適正化・手当の見直し
　職員の適正な給与体系の構築
に努め、人件費総額の抑制を図
る。
③定員管理・給与適正化の公表
　町広報誌およびホームページ
により公表を行い、透明性の向
上を図る。

４. 管理・給与などの適正化

①自主財源の確保
　町税の収納率の一層の向上を
図り、使用料・手数料について
は必要に応じて見直しを行い、
自主財源の確保に努める。
②補助金・負担金の見直し
　補助金などについては、行政
としての公益性・必要性・費用

５. 経費削減・財政運営の健全化

①住民サービスの向上	
　職員の接遇向上に努め、町民
の立場に立った行政サービスに
努める。　　　
②公正の確保と透明性の向上
　町が行う行政運営について，
公正で透明性のある行政運営を
行うとともに、町広報誌やホー
ムページなどを活用して行政情
報を分かりやすい形で積極的に
提供する。

６. 住民サービスの向上

①危機管理体制の整備	
　町民の安心と安全の確保を図
るため、災害時に迅速かつ的確
に対応し得る危機管理体制の整
備や関係機関との連携の強化を
図る。　　　　
②感染症などの予防
　関係機関との連携および協力
体制の充実を図り、住民生活の
安全性を確保し、感染症などの
予防の推進に努める。

７. 危機管理対策の推進

対効果などについて検証し、抜
本的な見直しを進める。
③新地方公会計制度の活用
　新地方公会計制度に基づく財
務諸表４表を引き続き作成・公
表するとともに、財産の適正な
把握および管理を進め、健全な
財政運営に努める。
④財産処分と基金造成
　財産の適正かつ効率的な活用
に努め、未利用地など処分可能
な財産については、売却などを
実施する。また、健全な財政運
営を構築するために、基金造成
とその活用に努める。

津曲　保孝さん［奈良県］

竹之内喜一さん［愛知県］

二ノ方美保子さん［神奈川県］

飯尾　暉英さん［鹿児島県］

小川　嘉昭さん［福岡県］

小崎　幸覚さん［千葉県］

湯元　　学さん［東京都］

阿比留敦子さん［兵庫県］

石塚　政揮さん［鹿児島県］

立野　弘美さん［兵庫県］

岩崎あき子さん［大阪府］

平通　紀子さん［大阪府］

三反田輝隆さん［鹿児島県］

山外　英隆さん［埼玉県］

横山　広光さん［千葉県］

川添　　努さん［千葉県］

石橋　忠信さん［鹿児島県］

石元　　博さん［神奈川県］

北垣　一宏さん［岐阜県］

千代　繁子さん［東京都］

児島　安喜さん［東京都］

前畑　次正さん［大阪府］

後藤　千章さん［大阪府］

辻中　春江さん［愛知県］

本村　　学さん［京都府］

小阪　芳子さん［鹿児島県］

中迫　　猛さん［大阪府］

川添　用吉さん［神奈川県］

長屋　昌宏さん［東京都］

長屋　宏之さん［東京都］

遠藤　宏子さん［東京都］

酒井　功治さん［大阪府］

加納　広子さん［兵庫県］

庄司　行子さん［静岡県］

山中　光男さん［愛知県］

一條　卓江さん［東京都］

池田　長治さん［茨城県］

田嶋　昭美さん［群馬県］

堀野　久子さん［東京都］

浜　　郁人さん［東京都］

山上　信弘さん［神奈川県］

児島　　寛さん［東京都］

浦　　眞一さん［茨城県］

折口　裕子さん［神奈川県］

熊倉ユキエさん［神奈川県］

久保　英博さん［埼玉県］

崎迫美喜雄さん［神奈川県］

増山　弘己さん［埼玉県］

山下　康司さん［千葉県］

本田　　栄さん［東京都］

弘野慶次郎さん［奈良県］

弘野　淑子さん［奈良県］

二階堂輝志さん［埼玉県］

池元　伸孝さん［神奈川県］

児島　幸治さん［東京都］

藤川　具之さん［千葉県］

江良　正司さん［熊本県］

坂上　法子さん［鹿児島県］

中村　　満さん［山梨県］

浜崎　良久さん［愛知県］

金磯　清隆さん［兵庫県］

大戸　　求さん［愛媛県］

山口　實幸さん［長崎県］

浜田　紘一さん［東京都］

中村　　恵さん［北海道］

千葉　清子さん［京都府］

堤田　正和さん［千葉県］

坪久田　譲さん［千葉県］

出水　　清さん［京都府］

久富木朝子さん［兵庫県］

田ノ上政憲さん［大阪府］

原田　政敏さん［兵庫県］

大嶋　洋子さん［京都府］

西川　友治さん［兵庫県］

杉山　初子さん［兵庫県］

鈴木　成子さん［大阪府］

辻　つる子さん［大阪府］

瀬戸口　繁さん［大阪府］

中内田明美さん［滋賀県］

竹島　　勉さん［京都府］

中西　歌子さん［奈良県］

北島　重富さん［奈良県］

　　　　　　　		（受付順）		
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人
事
異
動

　長島町役場に７人が新規採用されたほか、鹿児島県教育委員会から１人の職員が派遣され、４月１日
からそれぞれの部署で頑張っています。
　ニューフェースたちの意気込みを紹介します。町民の皆さん、どうぞよろしくお願いします。

役場の新人職員を紹介

　

高
校
を
卒
業
し
て
以
来
、
長
島
へ
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
住
民
の
お
役

に
た
て
る
よ
う
出
会
い
を
大
切
に
し
て
頑
張
り
ま

す
。

　

大
学
を
卒
業
し
、
大
好
き
な
長
島
町
で
仕
事
が
で

き
る
事
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
町
民

の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
な
職
員
を
目
指

し
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
で
培
っ
て
き
た
経
験
を
生
か
し
な
が

ら
、
長
島
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
素
敵
な

笑
顔
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、微
力
な
が
ら
、

学
校
教
育
行
政
推
進
・
発
展
の
た
め
に
積
極
的
に
努

力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

有
ありむら

村　恵
けい

（45）
学校教育課

　

こ
れ
ま
で
に
学
ん
で
き
た
こ
と
を
生
か
し
、
ま
た

一
つ
で
も
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
消
防
職
員
と
し
て

一
人
で
も
多
く
の
か
た
の
役
に
立
て
る
よ
う
責
任
と

自
覚
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

大
おおひら

平　凌
りょうすけ

佑（20）
阿久根地区消防組合

上
うえくぼ

窪　史
し ほ

歩（22）
町民福祉課

中
ちゅうのう

納　朝
あ さ み

美（36）
保健衛生課

　

長
島
町
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
精
い
っ
ぱ
い
尽

力
し
て
い
き
ま
す
。
町
民
一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
熱

心
に
接
す
る
こ
と
を
心
掛
け
日
々
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
町
民
の
か
た
が
た
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

今
ま
で
電
気
事
業
関
係
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し

た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
知
恵
を
出
し
、

汗
を
出
し
頑
張
り
ま
す
。

　

今
ま
で
培
っ
て
き
た
自
分
の
強
み
を
生
か
し
て
、

長
島
町
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
か

た
が
た
や
先
輩
か
ら
学
び
、
成
長
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

田
た が み

上　徹
とおる

（28）
水産商工課

松
ま つ お

尾　美
み ゆ う

優（24）
総合管理課

加
か せ ど う

世堂　栄
よしひこ

彦（34）
農林課

山
やまぐち

口　亮
あきら

（26）
社会教育課

４
月
１
日
付
け
で
、
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

（　

）
は
旧
職
、
〇
は
昇
任
で
す
。

〈
課
長
級
〉

学
校
教
育
課
長

（
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
）有

村　
　

恵

〈
課
長
補
佐
級
〉

総
務
課
長
補
佐
兼
財
産
管
理
係
長
兼
交
通
安
全
係
長

（
総
務
課
長
補
佐
兼
財
産
管
理
係
長
）

　
　
　

乾　

三
紀
夫

総
務
課
長
補
佐
兼
職
員
第
一
係
長

（
総
務
課
長
補
佐
兼
職
員
係
長
）

平
薮　

太
喜

建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
兼
建
築
係
長

（
建
設
課
主
幹
兼
管
理
係
長
兼
用
地
係
長
）

〇
濵
田　

光
夫

水
道
課
長
補
佐
兼
管
理
第
一
係
長

（
総
合
管
理
課
長
補
佐
兼
町
民
第
一
係
長
福
祉
事
務
所
兼
務
）

竹
之
内
逸
郎

社
会
教
育
課
長
補
佐
兼
社
会
体
育
係
長

（
税
務
課
主
幹
兼
固
定
資
産
税
係
長
）

〇
北
園　

弘
行

総
務
課
主
幹
兼
職
員
第
二
係
長

（
社
会
教
育
課
主
幹
兼
社
会
体
育
係
長
）

脇
田　

高
洋

総
合
管
理
課
主
幹
兼
町
民
係
長
福
祉
事
務
所
兼
務

（
総
合
管
理
課
主
幹
兼
町
民
第
二
係
長
福
祉
事
務
所
兼
務
）

長
岡　

留
美

水
道
課
主
幹
兼
管
理
第
二
係
長

（
水
道
課
主
幹
兼
管
理
係
長
）

長
元　

勝
弘

〈
係
長
級
〉

企
画
財
政
課
電
算
係
長

（
総
務
課
交
通
安
全
係
長
）小

川　

伸
也

税
務
課
固
定
資
産
税
係
長

（
企
画
財
政
課
電
算
係
長
）瀬

ノ
口
政
輝

保
健
衛
生
課
管
理
係
長
兼
環
境
衛
生
係
長

（
保
健
衛
生
課
主
任
）〇

石
橋　

純
一

建
設
課
用
地
係
長
（
建
設
課
主
任
）

〇
田
中　

智
広

企
画
財
政
課
主
任
（
鹿
児
島
県
）

福
山　

幸
樹

税
務
課
主
任
（
税
務
課
主
事
）

〇
植
元　

勇
作

町
民
福
祉
課
主
任
福
祉
事
務
所
兼
務

（
町
民
福
祉
課
主
事
福
祉
事
務
所
兼
務
）

〇
久
保　

舞
子

保
健
衛
生
課
主
任
（
総
務
課
主
任
）

波
戸　

秀
雅

耕
地
課
主
任
（
耕
地
課
技
師
）

〇
野
中　

清
彦

建
設
課
主
任
（
企
画
財
政
課
主
任
）

山
口
富
美
子

建
設
課
主
任（
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
）

中
村　

朋
之

建
設
課
主
任
（
建
設
課
技
師
）

〇
池
林　

善
久

水
道
課
主
任
（
水
道
課
技
師
）

〇
濵
田　

泰
介

〈
係
員
〉

総
務
課
主
事（
阿
久
根
地
区
消
防
組
合
）

梅
田　

祐
希

建
設
課
技
師
（
建
設
課
技
師
補
）

〇
湯
田　

智
之

総
務
課
主
事
補　
　
　

大
平　

凌
佑

町
民
福
祉
課
主
事
補
福
祉
事
務
所
兼
務

上
窪　

史
歩

保
健
衛
生
課
保
健
技
師
補中

納　

朝
美

水
産
商
工
課
主
事
補

田
上　
　

徹

総
合
管
理
課
主
事
補
福
祉
事
務
所
兼
務

松
尾　

美
優

農
林
課
主
事
補　
　
　

加
世
堂
栄
彦

社
会
教
育
課
主
事
補

山
口　
　

亮

〈
派
遣
〉

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

（
建
設
課
主
任
）　　
　

尾
﨑　

洋
光

阿
久
根
地
区
消
防
組
合

（
保
健
衛
生
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
兼
環
境
衛
生
係
長
）

冷
水　

伸
一

阿
久
根
地
区
消
防
組
合

（
総
務
課
主
事
補
）　　

大
平　

凌
佑

〈
再
任
用
〉

町
民
福
祉
課
主
事　
　

木
ノ
上
フ
エ
子

水
産
商
工
課
主
事　
　

山
内　

達
也

景
観
推
進
課
景
観
技
術
員瀬

戸
上
美
春

平
成
26
年
４
月

↑新人らしくフレッシュな笑顔を見せる７人

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
！

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
!!
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浄
化
槽
整
備
事
業
を
推
進

　

本
町
の
浄
化
槽
整
備
事
業
は
、
個
人
設
置
型
整
備
事
業
で
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
推
進
計
画
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
浄
化
槽
設
置
工
事
費
（
本
体
の
み
）
に
対
し
て

補
助
金
が
増
額
さ
れ
、
個
人
負
担
金
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
町
が
設
置
し
た
合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
町
が
維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。

今
年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　平成 23 年度から単独処理浄化槽（し尿のみを処理する
浄化槽）から、合併処理浄化槽に付け替えられるかたには、
撤去費の一部を補助しています。

人槽区分

個人負担金

（旧）
平成 23 年度まで

⇨
【半額に軽減】

（新）
平成 24 年度から
平成 26 年度まで

5 人槽 170,000 円   85,000 円

７人槽 200,000 円 100,000 円

10 人槽 250,000 円 125,000 円

浄化槽設置工事費補助金の内訳

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
水
道
課
下
水
道
係

　

☎
（
88
）
５
６
６
４
［
直
通
］

【個人設置型（個人管理型）合併処理浄化槽】

９万円を上限

浄化槽本体の設置工事費に対して補助金を交付します。

【単独処理浄化槽撤去費補助金】

※浄化槽の放流口（浄化水の放流）から９㍍以内については、
35,000 円以内で補助があります。

　（国 3 万円、県 3 万円、町 3 万円が限度額）

　所得に応じた保険税の納付となるように賦課限度額が引き上げられます。これにより中間所得層
の被保険者に配慮した保険税設定となります。

○保険税の賦課限度額を引き上げます

○所得の低い人への保険税軽減措置が拡充されます

7 割軽減基準

医療保険分 後期高齢者
支援金分 介護保険分 合計課税限度額

これまで 51 万円 14 万円 12 万円 77 万円

見直し後 51 万円 16 万円 14 万円 81 万円

保険料・保険

税の賦課限度

額の見直し

国民健康保険税が変わります

改正前後ともに 世帯員の軽減判定所得の合計が 33 万円以下の世帯

5 割軽減基準

改正前
世帯員の軽減判定所得の合計が 33 万円

＋ 24.5 万円×（世帯主を除く被保険者数＋特定同一世帯所属数）以下

改正後
世帯員の軽減判定所得の合計が 33 万円

＋ 24.5 万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属数）以下

2 割軽減基準

改正前
世帯員の軽減判定所得の合計が 33 万円

＋ 35 万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）以下

改正後
世帯員の軽減判定所得の合計が 33 万円

＋ 45 万円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者数）以下

　均等割、平等割額が所得に応じて 7割、5割、2割軽減されます。この軽減の基準となる所得額
が引き上げられ、保険税を軽減される人が拡大されます。

※夫婦 2 人、子１人で夫の給与収入のみで約 178 万円以下（単身世帯も対象に）

※夫婦 2 人、子１人で夫の給与収入のみで約 266 万円以下

保
険
税

所得額

7 割軽減 2 割軽減5 割軽減

保険税軽減対象者
を拡大

所得が低い人の
保険税軽減の拡大

世帯・世帯員数課税

所得・資産課税

保険税の抑制

中間所得層の被保険者の
負担に配慮

下図のように、改正後は中間所得層の被保険者の負担に配慮したものになります。

◎問い合わせ先
　役場税務課国民健康保険税係
　☎（88）1172［直通］

81 万円

77 万円

事
業
を
活
用
し
て
浄
化
槽
の
整
備
を
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図
書
館
に
お
い
て
あ
る
本
の
中
か
ら

お
す
す
め
の
も
の
を
選
び
ま
し
た
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
本
を
紹
介
し
ま
す
。

３
月

３
日
～
11
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

18
日

19
日

20
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

31
日

長
島
町
議
会
３
月
定
例
会　
　
　
　
（
役
場
）

町
村
会
臨
時
理
事
会　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

赤
土
バ
レ
イ
シ
ョ
生
産
販
売
対
策
会
議

（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

鷹
巣
地
区
む
ら
づ
く
り
座
談
会　
　
（
上
揚
）

中
学
校
卒
業
式　
　
　
　
　
（
平
尾
中
学
校
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
協
議
会（
役
場
）

介
護
保
険
事
業
策
定
委
員
会
等　
　
（
役
場
）

自
衛
隊
新
規
採
用
者
壮
行
会　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
国
保
運
営
協
議
会（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

健
康
づ
く
り
運
動
推
進
協
議
会（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

河
川
愛
護
表
彰　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

農
政
推
進
協
議
会　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

水
産
業
振
興
協
議
会　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

蔵
之
元
漁
港
完
成
式　
　
　
　
　
（
蔵
之
元
）

長
島
町
防
災
会
議　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

湯
ノ
口
特
定
離
島
事
業
完
成
式　
（
湯
ノ
口
）

東
分
遣
所
建
設
地
検
討
委
員
会
答
申（
役
場
）

小
学
校
卒
業
式　
　
　
　
（
城
川
内
小
学
校
）

町
有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策
会
議　
　
　
（
役
場
）

町
長
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
浦
）

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
理
事
会　
（
鹿
児
島
市
）

県
市
町
村
関
係
団
体
総
会
・
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会　
（
出
水
市
）

自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
総
会（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

衛
生
自
治
団
体
連
合
会
総
会（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
役
場
）

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
議
会　
　

  （
阿
久
根
市
）

第
４
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
開
幕
式

（
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
）

退
職
者
辞
令
交
付
式
お
よ
び
辞
任
式　

  （
役
場
）

根
深
汁
妻
に
ぽ
つ
り
と
あ
り
が
と
う
　
　
　
淵
脇
　
　
護

湯
気
立
て
て
や
か
ん
不
満
を
漏
ら
し
け
り
　
竹
内
　
　
功

引
鶴
の
上
昇
気
流
古
墳
岡
　
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

湯
治
宿
湯
気
の
向
う
の
山
迫
る
　
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

蟻
穴
を
出
て
も
う
何
か
か
つ
ぎ
を
り
　
　
　
二
階
堂
妙
子

春
め
く
や
嬰や
や

の
ハ
イ
ハ
イ
早
く
な
り
　
　
　
山
嵜
加
代
子

天
草
の
島
一
つ
欲ほ

し
春
の
虹
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

こ
れ
と
い
ふ
予
定
な
き
日
や
鶴
帰
る
　
　
　
迫
口
　
君
代

ふ
る
さ
と
の
潮
の
香
り
や
あ
お
さ
汁
　
　
　
中
橋
　
藤
七

春
風
や
鳥
の
群
れ
飛
ぶ
漁
師
船
　
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

手ち
ょ
う
ず水

舎
の
柄ひ

し
ゃ
く杓

新
し
寒
の
水
　
　
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

三
月
十
一
日
生
ま
れ
し
子
ら
は
三
歳
に
悲
喜
交こ

も
ご
も交

の
テ
レ

ビ
に
見
入
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

待
ち
わ
び
し
南
日
歌
壇
あ
さ
り
読
む
有
る
筈
の
な
き
亡と

も友

の
名
探
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

漣
の
静
か
に
寄
す
る
白
浜
に
海
鳥
ま
る
く
寄
り
合
ひ
て
見

ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
美
代
子

紅べ
に

馬あ

し

び
酔
木
音
な
く
揺
ら
す
風
あ
り
て
春
近
か
ら
ん
昼
の
陽

満
ち
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

春し
ゅ
ん
ら
ん
嵐
の
止
み
た
る
朝
の
高
空
に
湧
き
出
る
ご
と
く
三
千
羽

の
鶴　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

幸
子

春
キ
ャ
ベ
ツ
黄
色
の
花
の
咲
き
出い

で
て
雨
は
ひ
す
が
ら
音

た
て
ず
降
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

幾
度
か
雨
を
被
り
て
寒
椿
み
ご
と
お
庭
の
主
役
と
な
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

助
け
合
ふ
心
有
る
な
ら
成
す
事
よ
何
事
な
ど
も
事
納
ま
る

や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

節
分
に
娘
を
嫁
に
く
れ
と
い
ふ
男
来
た
り
て
酒
宴
と
な
り

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　

良
雄

春
分
の
夜
に
眠
れ
た
る
嬉
し
さ
や
昨
日
か
ら
し
ば
し
は
高

校
野
球
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

　年をとっても現役として仕事
をし、明快に生き、元気に暮ら
す秘訣とは？

マ
イ
ケ
ル
・
パ
ー
ト　

著

　世界最高のサッカー選手とた
たえられるメッシ。誰よりも体
が小さかった少年が世界の舞台
に立つまでの成長の物語です。

メ
ッ
シ
　
ハ
ン
デ
を
の
り
こ
え
た
小

さ
な
ヒ
ー
ロ
ー

吉
沢　

久
子　

著

前
向
き

さ
ざ
な
み

春
一
番
の
吹
き
荒
れ
し
朝
は
梅
も
桃
も
庭
に
敷
く
ジ
ュ
ウ

タ
ン
の
如
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

映
子

咲
き
初そ

め
し
桜
の
花
を
仰
ぎ
見
る
亡
夫
の
墓
石
に
手
を
付

き
な
が
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
尾　
　

操

屋
根
近
き
電
線
に
並
ぶ
三
十
羽
の
白
鳩
め
が
け
鳶
が
周ま
わ

り

ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

春
一
番
叢む
ら
く
も雲

の
空
荒す

さ

ぶ
風
小
鳥
の
群
の
低
く
飛
び
去
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

わ
が
愚
痴
を
聞
き
つ
つ
諭
せ
し
姉
は
今
電
話
の
向
ふ
に
言

葉
な
き
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

年
ひ
と
つ
違
ふ
従い
と
こ兄

が
今
日
逝
き
ぬ
三
十
年
の
透
析
解
か

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
尾　

和
子

獅 子 島 に 新 た な 観 光 名 所 が 完 成 島
の
素
材
生
か
し
、

一
風
変
わ
っ
た
公
園
を
造
園

　

県
の
補
助
事
業
「
特
定
離
島
ふ
る
さ
と
お

こ
し
推
進
事
業
」
を
活
用
し
、
獅
子
島
に
新

た
に
３
つ
の
観
光
公
園
が
３
月
完
成
し
ま
し

た
。

　
『
黒
崎
空
中
展
望
所
』
か
ら
は
天
草
の
島
々

や
雲
仙
普
賢
岳
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
石

畳
と
石
壁
で
囲
ま
れ
た
『
望
洋
回
廊
』
の

窓
か
ら
は
八
代
海
を
眼
下
に
望
め
ま
す
。
立

石
地
区
の
『
獅
子
島
化
石
パ
ー
ク
』
の
売
り

は
そ
の
名
の
と
お
り
化
石
。
休
憩
所
の
隣
で

は
化
石
発
掘
体
験
が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
３
つ
の
公
園
を
観
光
拠
点
の
一

部
に
加
え
、
獅
子
島
地
区
の
活
性
化
に
努
め

ま
す
。

↑展望所からの眺めは絶景

↑空中に浮んでいるような感覚を味
　わえる展望所

↑
回
廊
か
ら
は
八
代
海
を
眼
下
に

　

眺
め
る
こ
と
が
で
き
る

↑石に囲まれ落ち着いた雰囲
　気の回廊内

↑化石発掘体験も楽しめる

↑ガラスの壁に囲まれた休憩所。壁には、
　英語で「化石」を意味する「FOSSIL」
　の文字。
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４
月
は
軽
自
動
車
税
の
納
入
月

で
す
。
４
月
30
日
の
納
期
内
納
入

に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
身
体
障
害
者
、
精
神
障
害

者
の
か
た
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

で
、
身
障
者
本
人
が
日
常
生
活
用

と
し
て
運
転
す
る
場
合
、
ま
た
は

身
障
者
の
通
院
・
通
学
・
通
所
な

ど
の
た
め
に
、
生
計
を
同
一
に
す

る
か
た
が
運
転
す
る
場
合
、
１
人

１
台
に
限
り
軽
自
動
車
税
を
減
免

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
減
免
を

受
け
る
に
は
、
障
が
い
の
程
度
や

常
時
介
護
が
必
要
か
ど
う
か
な
ど

の
要
件
が
あ
り
ま
す
。
申
請
さ
れ

る
か
た
は
、
納
付
書
・
身
体
障
害

者
手
帳
・
軽
自
動
車
の
車
検
証
お

よ
び
運
転
免
許
証
、
印
鑑
を
準
備

の
う
え
、
税
務
課
ま
た
は
総
合
管

理
課
へ
お
越
し
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課
軽
自
動
車
税
係

　

☎
（
86
）
１
１
７
２
［
直
通
］

固
定
資
産
の
縦
覧
と
閲
覧

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
登

録
さ
れ
て
い
る
町
内
の
土
地
お
よ

び
家
屋
の
縦
覧
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。
納
税
義
務
者
本
人
の
所

有
以
外
の
土
地
・
家
屋
に
つ
い
て

も
、
一
定
の
項
目
に
限
り
縦
覧
で

き
、
納
税
義
務
者
本
人
の
課
税
台

帳
の
閲
覧
は
一
年
を
通
し
て
で
き

ま
す
（
い
ず
れ
も
土
日
、
祝
祭
日

を
除
く
）。
平
成
25
年
中
に
土
地

の
異
動
を
し
た
人
や
、
家
屋
を
新

築
・
増
築
し
た
人
は
早
め
に
閲
覧

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
期
間

　

４
月
１
日
（
火
）
～

６
月
２
日
（
月
）

〇
持
参
す
る
も
の

・
印
鑑

・
代
理
人
が
閲
覧
す
る
場
合
は
、

　

委
任
状

〇
場
所

　

役
場
税
務
課

　

指
江
庁
舎
総
合
管
理
課

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

☎
（
86
）
１
１
７
２
［
直
通
］

『
高
齢
者
学
級
』開

設
団
体
募
集

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
各
集
落

の
老
人
ク
ラ
ブ
ご
と
に
仲
間
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
な
ど
を
目
的
に

高
齢
者
学
級
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
学
習
内
容
は
趣
味
・
教
養
、

生
活
、
健
康
、
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
な
ど
で
学
級
単
位
で
行
う
も

の
で
す
。
活
動
の
進
め
方
を
指
導

し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
学
習
規
模

　

１
回
２
時
間
以
上
で
、
年
10
回

程
度

〇
開
設
期
間

　

平
成
26
年
５
月
～

平
成
27
年
２
月
ま
で

〇
開
設
条
件

　

・
15
人
程
度
以
上
の
学
級
生
を

　

確
保
で
き
る
こ
と

　

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成

　

で
き
る
こ
と

〇
申
込
締
め
切
り

　

４
月
末

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
５
６
９
６
［
直
通
］

『
生
涯
学
習
学
級
』

開
設
団
体
募
集

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
自
主
的

に
企
画
や
運
営
を
行
う
生
涯
学
習

学
級
の
開
設
を
希
望
す
る
団
体
、

グ
ル
ー
プ
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

学
習
内
容
は
、
地
域
お
こ
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
・
教
養
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
活
動

や
学
習
を
学
級
単
位
で
行
う
も
の

で
す
。

〇
学
習
規
模

　

１
回
２
時
間
以
上
で
、
年
10
回

以
上
開
設
で
き
る
こ
と

〇
開
設
期
間

　

平
成
26
年
５
月
～

平
成
27
年
２
月
ま
で

〇
条
件

　

・
20
歳
以
上
の
町
内
に
居
住
し

　

て
い
る
者
で
、
常
時
10
人
以
上

　

の
学
級
生
を
確
保
す
る
こ
と
が

　

で
き
る
こ
と
。

　
（
芸
術
文
化
団
体
の
育
成
の
場

　

合
、
青
少
年
を
対
象
と
す
る
団

　

体
で
も
可
）

　

・
原
則
と
し
て
育
成
期
間
は
３

　

年
間
。

　
（
内
容
に
よ
り
特
に
必
要
と
認

　

め
る
場
合
は
延
長
す
る
こ
と
も

　

可
能
）

　

・
代
表
者
が
、
教
育
委
員
会
が

　

開
催
す
る
説
明
会
な
ど
の
会
議

　

に
出
席
で
き
る
こ
と

　

・
学
習
内
容
を
自
主
的
に
編
成

　

で
き
る
こ
と

　

・
活
動
に
相
応
の
自
己
負
担
が

　

あ
る
こ
と

〇
不
採
択

　

申
し
込
み
が
多
い
場
合
や
、
審

　

査
内
容
に
次
の
項
目
が
当
て
は

　

ま
る
場
合
、
生
涯
学
習
学
級
と

　

し
て
採
択
し
な
い
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

　

①
活
動
・
学
習
内
容
が
生
涯
学

　

習
学
級
と
し
て
育
成
す
る
必
要

　

性
が
低
い
場
合

　

②
他
の
機
関
・
団
体
か
ら
助
成

　

な
ど
が
あ
り
、
育
成
の
必
要
性

　

が
低
い
場
合
。
町
か
ら
の
助
成

　

金
を
も
っ
ぱ
ら
飲
食
に
当
て
て

　

い
る
場
合
。

　

③
営
利
目
的
と
し
て
い
る
場
合

　

④
町
や
地
域
に
対
す
る
貢
献
度

　

が
低
い
場
合

　

⑤
３
年
間
の
育
成
期
間
を
経
過

　

し
、
自
力
で
の
活
動
が
適
当
と

　

認
め
ら
れ
る
場
合

〇
申
込
締
め
切
り

　

４
月
末

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
５
６
９
６
［
直
通
］

県
民
税
・
町
民
税
の
均
等
割

額
が
変
更
と
な
り
ま
す

　

緊
急
に
地
方
公
共
団
体
が
実
施

す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
要
す

る
費
用
の
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
個
人
住
民
税
の
均
等
割
の
標

準
税
率
の
引
き
上
げ
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

○
変
更
内
容

　

・
県
民
税
の
均
等
割

　

年
額　

２
０
０
０
円

　
（
現
行
年
額
１
５
０
０
円
）

　

・
町
民
税
の
均
等
割

　

年
額　

３
５
０
０
円

　
（
現
行
年
額
３
０
０
０
円
）

○
期
間

　

平
成
26
年
度
～
平
成
35
年
度

（
10
年
間
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
税
務
課
町
民
税
係

　

☎
（
86
）
１
１
７
２
［
直
通
］

原
木
し
い
た
け
を
生
産
さ
れ

て
い
る
か
た
へ

			

平
成
26
年
度
（
平
成
27
年
春
植

菌
）
に
１
万
個
以
上
の
し
い
た
け

の
植
菌
を
予
定
さ
れ
て
い
る
か
た

に
つ
い
て
は
、
補
助
金
が
出
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思

わ
れ
る
か
た
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
森
林
経
営
課
特
用
林
産
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
３
６
４

　

北
薩
地
域
振
興
局
林
務
水
産
係

　

☎
０
９
９
６
（
25
）
５
５
０
９

か
ご
し
ま
県
政
出
前
セ
ミ

ナ
ー
申
込
受
付
中

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
要
望
に
応
じ
て
、
県
政
の
課
題

や
重
点
施
策
な
ど
に
つ
い
て
県
職

員
が
直
接
お
伺
い
し
説
明
を
行

う
「
か
ご
し
ま
県
政
出
前
セ
ミ

ナ
ー
」
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

○
対
象

　

お
お
む
ね
20
人
以
上
の
参
加
が

　

見
込
め
る
会
合
や
研
修
会
な
ど

〇
実
施
時
間

　

午
前
10
時
～
午
後
９
時

　
（
土
日
、
祝
日
は
午
前
10
時
～

　

午
後
５
時
）

○
申
し
込
み
方
法

　

開
催
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で

　

に
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

　

ル
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
広
報
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
０
９
３

県
庁
見
学
申
込
受
付
中

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
県

庁
の
仕
事
や
鹿
児
島
の
魅
力
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
県
庁
見

学
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
見
学
で

は
、
南
北
６
０
０
㌔
㍍
に
わ
た
る

本
県
の
豊
か
な
自
然
や
多
様
な
食

材
な
ど
を
映
像
で
紹
介
す
る
ほ

か
、
県
内
随
一
の
高
さ
を
誇
る
県

庁
舎
展
望
ロ
ビ
ー
か
ら
の
大
パ
ノ

ラ
マ
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
県

警
察
庁
舎
お
よ
び
議
会
庁
舎
で
も

見
学
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま

の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

○
対
象
者

　

老
人
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
サ
ー
ク
ル

な
ど
２
人
以
上
の
団
体

○
実
施
日
と
時
間

　

月
、
水
、
金
曜
日
（
原
則
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
所
要
時
間
約
40
分
）

○
申
し
込
み
方
法

　

見
学
日
の
お
お
む
ね
２
週
間
前

ま
で
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
総
合
案
内

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
１
１

軽
自
動
車
税
納
期
限
と
減
免

申
請
に
つ
い
て
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町内から 4人が入隊

を守る自衛官目指して国
　３月 14 日、長島町役場で自衛隊入隊者壮行会があ
りました。この春、海上自衛隊や陸上自衛隊高等工科
学校へ入隊、入校するのは長岡尚志さん（城川内）、
渡翔成さん（平尾）、小屋隆成さん（唐隈）、池上智浩
さん（葛輪）の４人です。
　壮行会では、自衛隊鹿児島地方協力本部の内野誠本
部長らが「早く立派な自衛隊員になれるよう切磋琢磨
し精進してください。志を高くして、ともに頑張りま
しょう」と祝福の言葉を述べたほか、小野寺五典防衛
大臣からのメッセージ DVD が上映されました。
　神奈川県の高等工科学校に入校する池上さんは「自
分でできることは一生懸命頑張ります。将来は西部方
面に帰って来たいです」と意気込みを話しました。長
岡さん、渡さん、小屋さんの３人は海上自衛隊佐世保
基地（長崎県）に入隊が決まりました。

　1 月 25 日、鹿児島市で開催された県学校合唱
祭において、川床小学校合唱部が「津曲徹賞」を
受賞しました。
　この賞は合唱祭での演奏において特に人々の心
に感動を与え、印象に残る演奏をした団体に贈ら
れるものです。
　部員 17 人は、日頃の練習の成果を発揮し、川
床っ子らしい伸び伸びと明るい歌声をホールいっ
ぱいに響かせ、合唱を楽しんでいました。

統合した後も続く伝統行事

ょうたん島でお別れ遠足ひ
　３月７日、獅子島小学校（日髙好治校長）のお
別れ遠足が、同地区のひょうたん島でありました。
　昨年春に廃校となった幣串小学校で行われてい
た伝統の遠足です。
　チャーター船で島に着くと、浜辺の石でかまど
をつくり、カレーをつくる準備に取り掛かり、薪
拾い、火おこし、具を炒めるなど役割分担をして、
各グループで知恵を出し合いつくりあげました。
　児童らは「最高においしい」「海を見ながら食
べるといっぱい食べられる」と話しながら鍋いっ
ぱいのカレーを完食し、おなかいっぱい、思い出
いっぱいの、遠足を楽しんでいました。　

味良し ! 香り良し !!

オサ収穫は二人三脚でア
　主に獅子島、諸浦地区で収穫される長島の冬の味覚
アオサノリ。２～３月は最盛期を迎え、収穫量も多く
なります。
　３月 27 日早朝、葛輪漁港をアオサの収穫に向かう
船が幾隻も出港していきました。午前 10 時、山下勝
利さん、ミヅヨさん夫婦は収穫から帰ると、自宅前の
港で、家族らと「アオサ洗い」の作業を始めました。
　コンテナいっぱいに獲れたアオサを、勝利さんが海
水の入ったタンクの中に手ですくい入れました。アオ
サはタンクの中でかき回され、付着物や浮遊物が水面
に浮かび上がると、ミヅヨさんが素早くとりのぞき、
きれいなアオサが洗い機の先から排出されました。
　勝利さんは「今では高級なアオサだけど、昔は安かっ
た。頑張って続けてきて良かった。アオサに感謝」と
笑みを見せました。

国内トップクラスのミュージカル

台と観客が一体となる舞
　３月 14 日、町文化ホールで劇団四季によるファ
ミリーミュージカル「桃次郎の冒険」が上演され
ました。
　館内には開演前からたくさんの親子連れが観賞
に訪れ、700 人を超える観覧者で埋め尽くされま
した。
　現代っ子が桃太郎の弟「桃次郎」になって紙芝
居の中を冒険するハラハラドキドキのストーリー
に子どもたちは見入り、迫力の歌とダンスに感動
した様子でした。

視界不良に要注意

島を覆った濃霧長
　３月 19 日の早朝、長島を深い霧が覆いました。
前日の雨が水蒸気となり、風が吹かなかったこと
が主な原因でした。
　出勤や通学時間と重なり、通行する車両はライ
ト点灯と徐行運転となりました。役場前にある信
号も直前になるまで見えないほどの濃霧で、ドラ
イバーらは普段以上に安全運転をこころがけてい
ました。

↑壮行会で川添健町長らと記念撮影する４人
　（前列左から池上さん、長岡さん、渡さん、小屋さん）

印象に残る歌声を披露

床小が津曲徹賞を受賞川

↑手づくりのかまどで火をたき、調理する児童ら

↑アオサ洗いに精を出す山下さん夫婦

↑観客を魅了したワンシーン

↑長島を覆った深い霧。信号も見えづらい（役場前）

↑ホールいっぱいに歌声を響かせる部員
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攪

攪

町内の小中学校で卒業式

い出を振り返り涙の別れ思
　３月 13 日は中学校で、24 日は小学校で卒業式があ
り、汐見小学校（竹内功校長）では、福山涼太さんが
６年間学んだ母校を巣立ちました。
　式の前に、福山さんの小学校生活６年間をまとめた
映像がスクリーンに映し出され、保護者とともに在校
生や地域の人たちが成長の過程をなつかしみました。
　式では、竹内校長が「汐見小学校で学んだことを、
これからの生活にいかして。中学校に進んでも、思い
やりの気持ちを持って、何事にも積極的に取り組んで
ください」と励ましました。福山さんは、６年間の思
い出を話した後、保護者や在校生に向かって「６年間
ありがとうございました。中学校に進んでも勉強や部
活を頑張ります」とお別れの言葉を述べ、歌を披露し
ました。
　今年度、町内の卒業生は中学校 97 人、小学校 99
人でした。

獅子島フェアを開催

のミカンに長～い行列島
　ＪＲ博多シティ（福岡市）の屋上庭園つばめの
杜ひろばで３月 15 日、獅子島フェアが開催され
ました。
　フェアは、獅子島をもっと県内外に広くアピー
ルすることを目的に、獅子島の特産品「紅甘夏」
と「デコポン」を来場者に無料配布しました。
　フェアには生産者の池元直美さん（片側）が参
加し、無料配布にあわせ持参した手づくりの『紅
甘夏のシフォンケーキ』の試食を行いました。池
元さんは「貴重な体験ができた。あっという間に
ミカンもケーキもなくなった」と笑みを浮かべま
した。

竣工式と除幕式を実施

之元港を整備蔵
　３月 19 日、蔵之元漁港 港

みなと

整備交付金事業の
竣工式と除幕式が、同港でありました。
　この事業では、事業費３億２千万円余りをかけ、
80 ㍍の防波堤や 100 ㍍の物揚場を整備しました。
　神事では川添健町長をはじめ、工事関係者や地
区の関係者など約 30 人が出席し、完成を祝いま
した。
　完成した港は今後、台風などの緊急時に周辺地
区の船舶の避難港などに利用されます。

指江保育園で防災訓練

大地震想定し高台へ避難訓練巨

道路愛護で知事表彰

床土地改良区が受賞川
　３月 18 日、平成 25 年度河川愛護運動の優良
団体に対する知事表彰伝達式が、役場内でありま
した。
　受賞したのは川床土地改良区（福嵜勝行理事長）
で、同団体が毎年汐見川の草払いなどの清掃を実
施するとともに景観の保全などにも貢献している
ことなど功績が讃えられました。
　福嵜理事長は「参加している全員の努力のたま
もの。今後も継続していきたい」と喜びました。

第７回関西ながしま会交流会

本の真ん中に長島弁が響く日
　３月 16 日、大阪市にある太閤園で第７回関西
ながしま会交流会がありました。
　交流会には、町内出身の会員ら約 230 人が出
席し、石塚政廣副町長ら町の一行と交流を深めま
した。
　懇親会では「島美人」を酌み交わしながら、互
いの近況報告や昔話に花を咲かせました。ステー
ジでは、恒例の町の特産品が当たる抽選会のほ
か、唄や踊りが披露され、ステージを飛び出し会
場いっぱい使って「ハンヤ節」や「焼酎天国」を
踊り、盛り上がりました。

↑卒業証書を受け取る福山さん

↑獅子島のミカンを求めてできた長蛇の列

↑竣工を祝う記念碑の除幕式の様子

↑高台に向かって走って避難する園児ら

↑北薩地域振興局の久万田建設部長から表彰状を受け
　取る福嵜理事長（左）

↑会場で「ハンヤ節」を踊る参加者

　３月 19 日、指江保育園（正　智成園長）で、津波
に備えた避難訓練がありました。
　訓練は、３年前に起きた東日本大震災の教訓から、
甑島沖でマグニチュード７の巨大地震が発生し、その
後大津波が押し寄せるという想定で実施されました。
　午前 10 時、園内の非常ベルが鳴り響くと、保育士
の指示で園児らは机の下に隠れました。その後大津波
から逃げるため園を後にし、集落内にある生活道路を
利用して一斉に高台に駆け上がりました。
　指定した高台に駆け上がるまでかかった時間は４分
30 秒余り。避難の様子を見届けた正　園長は「実際
の災害時は１分、１秒を争います。今日はみんな良く
できました。全員に花丸をあげます」と園児らを褒め
たたえました。
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（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

11,092  (-114)

平成 26 年 3 月 31 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
景
観
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
な
が
し
ま

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
昨
年
の
４
月
、
広
報
係
に
配
属

さ
れ
、
早
い
も
の
で
１
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
１
年
を
通
し
て
、
町

の
イ
ベ
ン
ト
や
式
典
、
学
校
・
地

域
の
行
事
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

に
参
加
・
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
町
の
１
年
の
流
れ
と
い

う
も
の
を
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
で
見
る
こ

と
が
で
き
、
忙
し
さ
の
中
に
も

勉
強
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
花
フ
ェ
ス
タ
が

開
幕
し
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
が
矢
継
ぎ
早
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
写
真
を
撮
る
楽
し
み
、
記
事

を
書
く
苦
労
と
色
々
あ
り
ま
す

が
、
昨
年
と
同
じ
記
事
に
な
ら
ぬ

よ
う
心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
今
月
か
ら
表
紙
タ
イ
ト
ル
な
ど

を
一
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
、

も
っ
と
町
民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り

や
す
く
読
み
や
す
い
楽
し
い
広
報

誌
が
作
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

（
赤
嵜
慶
和
）

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

  5,354  (   -55)
  5,738  (   -59)
  4,426  (   -20)

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ　

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

３
月
29
日
に
開
幕
し
た
花
フ
ェ
ス
タ
の
会
場
内
は
花
ば
な
が
咲
き
そ
ろ
い
、
週
末
な
ど
を
中
心
に

島
内
外
か
ら
多
数
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

期
間
後
半
も
次
の
と
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
外
に
限
ら
ず
海
外
な
ど
で
も
活
躍
し

て
い
る
出
水
地
区
内
の
和
太
鼓
集
団
３
団
体

が
競
演
す
る
「
和
太
鼓
祭
り
in
な
が
し
ま
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

迫
力
あ
る
演
奏
を
、
間
近
で
体
感
し
て
く

だ
さ
い
。

〇
開
催
日
＝
４
月
20
日
（
日
）

和
太
鼓
祭
り
in
な
が
し
ま

柴
さ
と
み
さ
ん
と
ハ
ー
ブ
酢
を

作
ろ
う
！

　

毎
回
花
フ
ェ
ス
タ
で
は
Ｍ
Ｂ
Ｃ
タ
レ
ン
ト

で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
柴
さ
と
み

さ
ん
を
講
師
に
花
の
講
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

香
り
豊
か
な
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
「
美
容
と

健
康
な
体
作
り
」
を
目
的
に
ハ
ー
ブ
酢
を
一

緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

〇
開
催
日
＝
４
月
29
日
（
火
）（
祝
）

〇
場　

所
＝
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
イ
ベ
ン
ト
広
場

　
　
　
　
　
（
雨
天
時
は
町
文
化
ホ
ー
ル
内
ロ
ビ
ー
）

〇
時　

間
＝
午
前
の
部　

10
時
30
分

　
　
　
　
　

午
後
の
部　

１
時
30
分

〇
参
加
料
＝
７
０
０
円

〇
申
込
先
（
要
予
約
）

　

花
カ
フ
ェ
長
島

　

☎
（
87
）
１
６
０
０

こ
ど
も
の
日

「
ち
び
っ
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

　

子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
「
プ
チ
子
ど
も
縁
日
」

と
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ち
び
っ
こ
た
ち
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

〇
開
催
日
＝
５
月
５
日
（
月
）（
祝
）

〇
場　

所
＝
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
前
駐
車
場

〇
時　

間
＝
午
前
10
時
～
午
後
２
時

〇
そ
の
他
＝
す
べ
て
の
ゲ
ー
ム
が
２
ゲ
ー
ム　

　
　
　
　
　

１
０
０
円
で
す
。

〇
場　

所
＝
町
文
化
ホ
ー
ル

〇
時　

間
＝
午
後
12
時
30
分
開
場

　
　
　
　
　

午
後
１
時　
　

開
演

〇
出
演
団
体
（
出
演
順
）

　

①
鹿
児
島
毘
沙
門
太
鼓
響こ

ー
る流
（
阿
久
根
市
）

　

②
野
田
郷
島
津
太
鼓
（
出
水
市
）

　

③
和
太
鼓
集
団
和わ

ら
く楽

（
出
水
市
）

〇
入
場
料
＝
無
料
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イ
ル
カ
の
ジ
ャ
ン
プ

　

３
月
下
旬
、
黒
之
瀬
戸
海
峡
に
イ
ル
カ
の
群
れ
が
姿
を

現
し
ま
し
た
。

　

27
日
に
は
、
10
頭
余
り
の
群
れ
が
凪
の
海
を
優
雅
に
泳

ぎ
、
時
折
ジ
ャ
ン
プ
し
て
海
面
に
姿
を
叩
き
つ
け
る
様
子

を
見
せ
ま
し
た
。

　

う
ず
し
お
パ
ー
ク
を
訪
れ
た
親
子
連
れ
は
「
イ
ル
カ

だ
、
イ
ル
カ
だ
。
す
ご
ー
い
」
と
驚
き
な
が
ら
も
、
め
っ

た
に
見
ら
れ
な
い
光
景
に
嬉
し
さ
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
ま

し
た
。

↑海面をジャンプするイルカ（小島港から撮影）



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

３

２０１４５

９ １０４ ７ ８

１６ １７１１ １２ １４ １５

２３ ２４１８ １９ ２０ ２１ ２２

２５ ２６ ２８

4/284/27 ２１

１３

4/29 4/30

５ ６

２７ ２９ ３０ ３１

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

憲法記念日

○飯尾医院 88-5040
○恒吉医院 82-0048
○三慶医院 63-2333
○内山医院 73-1551
○ちゃえん歯科 67-2325
□タカラ調剤薬局 62-8813
□本町薬局 73-3233
◇二宮医院 62-0167

みどりの日

○鷹巣診療所 86-0054
○平田整形外科クリニック 62-8801
○野田診療所 84-2023
○鶴見医院 73-0553
○ちゃえん歯科 67-2325
□ひまわり薬局 62-6070
□野田調剤薬局 84-2856
□会営薬局阿久根店 72-5060
□長島調剤薬局 64-5555
◇出水総合医療センター67-1611

こどもの日

○長島クリニック88-6405
○おかだクリニック 63-7011
○せき耳鼻咽喉科クリニック64-1187
○しみずこども医院 68-0633
○黒木胃腸科外科医院 75-0200
○上野歯科医院 63-2306
□メープル薬局 62-9292
□すくすく薬局 72-5010
□脇本調剤薬局 75-2215
□しおかぜ薬局 88-6011
◇しみずこども医院 68-0633

振替休日

○平尾診療所 88-2595
○林泌尿器科クリニック64-8800
○さくら通りクリニック62-2311
○いまむらクリニック 73-1700
○上野歯科医院 63-2306
□マリン薬局米ノ津店 67-5002
□さくらんぼ薬局 68-7000
□市民調剤薬局 68-0150
◇こどもクリニック永松64-1500

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

◎からだスッキリ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○飯尾医院 88-5040
○福元医院 67-3200
○荘記念病院 82-3113
○門松医院 64-6100
○おてき歯科医院 63-0393
□ハート薬局 79-3877
□しもずる薬局 64-2211
□ゆうゆう薬局 73-2907
◇出水総合医療センター67-1611

◎子宮頸
けい

がん検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

○鷹巣診療所 86-0054
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○しもぞのクリニック 63-8300
○北国医院 72-0016
○北園歯科医院 64-2151
□フタヤ薬局 67-5253
□Ｄ・ＭＬ五万石薬局 63-8800
□上野薬局 72-1016
□長島調剤薬局 64-5555
◇キッズクリニック 63-7707

◎子宮頸
けい

がん検診
■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○出水病院 62-0419
○こどもクリニック永松64-1500
○山田クリニック 72-0420
○塩山歯科医院 62-2634
□かしま薬局 63-3970
□よつば薬局 79-4331
□しおかぜ薬局 88-6011
◇こどもクリニック永松 64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

◎からだスッキリ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害ごみ

（獅子島）

◎幼児歯科健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎肺・大腸がん検診
■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

●５月３日は憲法記念日です。
　憲法記念日は「日本国憲法の施行を記念し、国の成長を期する」ことを趣旨としています。
●５月４日はみどりの日です。
　みどりの日は「自然にしたしむとともにその恩恵に感謝し、豊かな心をはぐくむ」ことを趣
旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！
●５月５日はこどもの日です。
　こどもの日は「こどもの人格を重んじ、こどもの幸福をはかるとともに、母に感
謝する」ことを趣旨としています。


